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 8 月 上 旬、 尾 瀬 ・ 燧ヶ 岳 （ 2356ｍ ）に 登

っ た 。 先 ず 尾 瀬 ヶ 原 を 散 策 し て 原 ノ 小 屋 泊

り 、 翌 日 は 燧 ヶ 岳 を 見 晴 新 道 か ら 登 り 、 長

英 新 道を 下る 計画 であ る。  

 鳩 待峠 出発 12 時 。山 ノ鼻 到着 13 時半 。

こ こ か ら い よ い よ 尾 瀬 ヶ 原 の 湿 原 が 始 ま る 。

ミ ズ バ シ ョ ウ は 終 っ た が 、 そ こ こ こ の 池 塘

で は ヒ ツ ジ グ

サ や オ ゼ コ ウ

ホ ネ な ど が 今

盛 り であ る。時

折 、コ バギ ボウ

シ の 鮮 や か な

紫 色 が 目 を 惹

く 。 あ っ ち で カ メ ラ を 構 え 、 こ っ ち で 図 鑑

を 広 げ て い る う ち に 時 間 が 経 ち 、 原 ノ 小 屋

到 着 は

16 時と

な っ て

し ま っ

た 。  

 翌 朝

4 時 出

発 。 薄

闇 の ブ ナ 林 の 中 を 進 む 。 次

第 に 傾 斜 が 増 す と 、 狭 い 沢

の 中 の 岩 ゴ ロ ゴ ロ の 登 り と

な る 。 赤 ナ グ レ 岳 を 右 に 見

る 頃 、 や っ と ハ イ マ ツ 帯 の

尾 根 筋 に 飛 び 出 し た 。 後 は

岩 混 じ り の 道 を 急 登 し て ８

時 、 燧 ヶ 岳 主 峰 ・ 柴 安 嵓

（ 2356ｍ ）に 着い た。360 度

の 眺 望 が 素 晴 ら し い 。 昨 日

辿 っ た 尾 瀬 ヶ 原 の 広 が り を

一 望 に 収 め 、 そ の 先 に 至 仏

山 の 勇 姿 、 か な た に は 上 州

武 尊 岳 、 谷 川 岳 、 平 ヶ 岳 、

越 後 駒 ヶ 岳 な ど が 峰 を 連 ね

て 見 えた 。  

 燧 ヶ 岳 の 今 一 つ の 山 頂 ・

俎 嵓 （ 2346ｍ ） は 、 東 へ 岩

稜 伝 い

に 20 分

程 の と

こ ろ に

あ る 。

こ こ の

眺 望 は

東 向 き

が 良 い 。 眼 下 の 尾 瀬 沼 の 輝 き の 向 こ う に 、

奥 白 根 山 、 男 体 山 、 太 郎 山 な ど の 日 光 の 連

山 が 峰 を 連 ね る 。 北 方 に は 会 津 駒 ヶ 岳 も 遠

望 出 来た 。 ゆっ くり 眺望 を楽 しん だ後は 、

長 英 新道 を下 った 。 11 時 半、長蔵 小屋で 昼

食 。暑さ にバ テて ビー ルを 飲む 元気 もなく 、

ガ ブ ガ ブ 水 を 飲 ん だ 。 こ の 辺 り 小 屋 周 辺 の

ニ ッ コ ウ キ ス ゲ の 大 群 生 に は 圧 倒 さ れ る 。

ニ ッ コ ウ キ ス ゲ の 黄 、 尾 瀬 沼 の 青 、 燧 ヶ 岳

の 緑 の取 り合 わせ は正 に一 幅の 絵で ある 。  

 帰 り は 、 三 平 峠 を 越 え て 大 清 水 へ 出 た 。

こ の 道 が ま た 長 い 。 暑 さ も 暑 し 、 く た び れ

果 て て の 大 清 水 バ ス 停 の 到 着 は 15 時 と な

っ た 。 バ ス を 待 つ 間 の ひ と 時 は 、 何 は と も

あ れ ビー ルで ある 。  

尾瀬ヶ原散策と燧ヶ岳  

原 ノ 小 屋 と 燧 ヶ 岳  

ヒ ツ ジ グ サ  

尾 瀬 ヶ 原 と 燧 ヶ 岳  

俎 嵓 か ら の 尾 瀬 沼  


